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河
川
の
辞
典
・
事
典

　

2 

0 

1 

2
年
本
屋
大
賞
第
一
位
の
三

浦
し
を
ん
著
『
舟
を
編
む
』（
光
文
社
・
2 

0 

1 

1
）
は
、
辞
書
﹇
舟
﹈
を
編
集
す
る

﹇
編
む
﹈
人
た
ち
の
出
版
社
の
物
語
で

あ
る
。
こ
の
作
品
は
映
画
化
さ
れ
、
不

器
用
な
マ
ジ
メ
な
編
集
員
を
松
田
龍
平

が
演
じ
た
。

　

水
や
河
川
に
関
す
る
辞
典
類
も
ま
た

多
数
発
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
追
っ

て
み
た
い
。

　

日
本
に
は
、
ど
の
く
ら
い
の
河
川
が

流
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
外
ア
ソ

シ
エ
ー
ツ
編
・
発
行
『
河
川
名
よ
み
か

た
辞
典
』（
1 

9 

9 

1
）
に
よ
れ
ば
、
一
級

河
川
石
狩
川
を
は
じ
め
と
し
て
、
約
2

万
6 

0 

0 

0
の
河
川
を
収
録
し
て
い
る
。

常と
こ
ろ呂

川
、
破あ

ぶ
る
ま間

川
、
肝き

も
つ
き属

川
な
ど
は
、

そ
の
流
域
に
住
ん
で
な
い
と
な
か
な
か

読
め
な
い
。
漢
字
で
書
く
と
な
る
と
さ

ら
に
難
し
い
。
こ
の
辞
典
で
は
、
北
海

道
の
上
鷲
別
富
岸
川
、
幌
内
越
沢
川
、

美
馬
牛
川
は
「
か
み
わ
し
べ
つ
と
ん
け

し
が
わ
」、「
ほ
ろ
な
い
こ
し
ざ
わ
が

わ
」、「
び
ば
う
し
が
わ
」
と
読
む
。

　

河
川
の
ル
ー
ツ
を
調
べ
る
に
は
、
村

石
利
夫
編
・
著
『
日
本
全
河
川
ル
ー
ツ

大
辞
典
』（
竹
書
房
・
1 

9 

7 

9
）
を
引
け
ば

よ
い
。
常
呂
川
は
ア
イ
ヌ
語
ト
・
コ

ロ
・
ペ
ツ
（
沼
・
を
持
つ
・
川
）
か
ら
名
づ

け
ら
れ
た
。
北
海
道
の
川
は
ア
イ
ヌ
語

と
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
川
を
意
味

す
る
地
名
に
「
ペ
ッ
（
別
）」、「
ナ
イ

（
内
）」
が
つ
く
こ
と
が
多
い
。「
ペ
ッ
」

は
大
き
な
流
れ
、「
ナ
イ
」
は
小
さ
な
流

れ
を
表
す
。
河
川
名
は
た
ん
な
る
記
号

で
な
く
、
歴
史
や
文
化
を
秘
め
て
い
る
。

　

日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
編
・
発
行
『
河

川
大
事
典
』（
1 

9 

9 

1
）
は
、
同
様
に
約

2
万
6 

0 

0 

0
の
一
級
河
川
、
二
級
河

川
、
準
用
河
川
の
く
わ
し
い
デ
ー
タ
を

網
羅
し
て
い
る
。
河
川
の
通
称
、
別
称
、

古
称
、
河
川
等
級
、
上
流
端
、
下
流
端
、

併
合
、
合
流
先
と
合
流
地
点
、
流
出
先

と
流
出
地
点
、
水
源
地
、
河
川
延
長
、

流
域
面
積
、
所
属
水
系
が
記
さ
れ
て
い

る
。「
里
川
」
を
引
い
て
み
る
と
、
茨
城

県
里
見
村
、
三
重
県
熊
野
市
、
滋
賀
県

水
口
町
、
京
都
府
宇
治
田
原
町
、
和
歌

山
県
串
本
町
、
愛
媛
県
保
内
町
、
佐
賀

県
伊
万
里
市
、
長
崎
県
田
平
町
と
、
8

河
川
が
流
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

里
川
は
集
落
を
縫
っ
て
流
れ
下
る
川
で

あ
る
。
集
落
の
人
た
ち
が
利
用
し
な
が

ら
、
守
っ
て
、
育
て
て
い
る
川
と
い
え

る
。

　

高
橋
裕
編
集
委
員
長
の
『
川
の
百
科

事
典
』（
丸
善
・
2 

0 

0 

9
）
は
、
各
方
面

の
専
門
家
1 

9 

0 

名
の
執
筆
に
よ
り
、

総
論
編
（
川
と
は
何
か
、
世
界
の
川
、
日
本
の

川
、
都
市
と
河
川
な
ど
）、
各
論
編
（
各
河
川

を
五
十
音
順
に
並
べ
、
河
川
用
語
も
解
説
）、

付
録
に
は
河
川
地
図
、
河
川
年
表
、
湖

沼
、
ダ
ム
、
人
物
の
一
覧
表
を
掲
げ
て

い
る
。
日
本
の
川
の
特
徴
に
つ
い
て
、

「
き
わ
め
て
多
数
の
群
小
河
川
が
ひ
し

め
き
合
っ
て
お
り
、
急
流
が
多
く
、
洪

水
時
に
は
川
の
規
模
（
流
域
面
積
、
本
流
の

長
さ
）
が
小
さ
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

大
量
の
洪
水
流
量
が
発
生
す
る
。

氾は
ん
ら
ん
げ
ん

濫
原
に
人
口
と
資
産
が
集
中
し
て
い

る
。
流
量
の
年
間
変
動
が
大
き
く
、
ほ

と
ん
ど
の
河
川
は
活
発
な
河
川
事
業
を

実
施
し
て
き
た
た
め
、
き
わ
め
て
人
工

的
で
あ
る
。」
と
論
じ
る
。
河
川
用
語

と
し
て
、「
洪
水
氾
濫
」
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
。

「
外
水
氾
濫
と
内
水
氾
濫
が
あ
る
。
堤

防
が
決
壊
す
る
、
あ
る
い
は
堤
防
を
越

え
る
こ
と
に
よ
り
、
河
川
を
流
れ
る
洪

水
（
外
水
）
が
堤
内
地
（
堤
防
に
よ
っ
て
守

ら
れ
る
堤
防
の
内
側
の
土
地
）
に
溢
れ
て
拡

が
る
氾
濫
を
外
水
氾
濫
と
よ
ぶ
。
一
方
、

堤
内
地
に
降
っ
た
雨
の
排
水
不
良
に
よ

っ
て
生
じ
る
氾
濫
を
内
水
氾
濫
と
よ
ぶ
。

降
雨
や
破
堤
の
条
件
を
設
定
し
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
洪
水
氾
濫
の
挙
動
を
推
定
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
洪
水
氾
濫
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
も
と
に
浸
水
想
定

区
域
図
が
作
成
さ
れ
、
避
難
活
動
や
水

防
活
動
へ
の
利
用
が
図
ら
れ
て
い
る
。

﹇
立
川
康
人
﹈」

　

同
様
の
高
橋
裕
編
集
委
員
長
の
『
全

世
界
の
河
川
事
典
』（
丸
善
・
2 

0 

1 

3
）

古賀 邦雄 さん
こが くにお

古賀河川図書館長
水・河川・湖沼関係文献研究会

1967年西南学院大学卒業。水資源開
発公団（現・独立行政法人水資源機構）
に入社。30年間にわたり水・河川・湖
沼関係文献を収集。2001年退職し現
在、日本河川協会、ふくおかの川と水の
会に所属。2008年5月に収集した書籍
を所蔵する「古賀河川図書館」を開設。
U R L：http://mymy.jp/koga/
平成 26年公益社団法人日本河川協会
の河川功労者表彰を受賞。

河
川
辞
典（
事
典
）を

読
む
の
は
お
も
し
ろ
い
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河川辞典（事典）を読むのはおもしろい37

は
、
47
都
道
府
県
の
河
川
・
湖
沼
・
放

水
路
お
よ
び
運
河
、
疏
水
、
用
水
に
限

定
し
て
採
録
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
河
川
・

湖
沼
の
基
本
情
報
と
特
徴
を
解
説
す
る
。

そ
の
数
は
日
本
約
3
0
0
0
、
ア
ジ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
を
含
む

全
世
界
か
ら
約
1
0
0
0
を
選
ん
で
い

る
。
日
本
で
は
一
級
水
系
1
0
9
の
本

川
の
す
べ
て
、
一
級
水
系
の
支
川
や
二

級
河
川
か
ら
約
2 

9 

0 

0
、
合
計
約
3 

0 

0 

0
で
あ
る
。
そ
れ
に
「
日
本
の
河

川
地
図
」、「
世
界
の
河
川
地
図
」
の
掲

載
が
あ
る
。
付
録
に
は
、
明
治
以
降
の

河
川
年
表
、
流
域
面
積
順
の
日
本
の
一

級
河
川
、
流
域
面
積
順
の
世
界
の
大
河

川
、
面
積
順
の
日
本
の
湖
沼
、
同
世
界

の
湖
沼
、
日
本
お
よ
び
世
界
の
主
な
ダ

ム
、
日
本
の
主
な
水
害
、
世
界
の
主
な

水
害
、
日
本
の
主
な
同
名
河
川
、
本
書

採
録
の
難
読
河
川
・
湖
沼
な
ど
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。

利
根
川
・
相
模
川
・
吉
野
川
の

事
典

　

個
別
の
河
川
事
典
が
出
版
さ
れ
て
い

る
。
森
田
保
編
『
利
根
川
事
典
』（
新
人

物
往
来
社
・
1 

9 

9 

4
）
は
、
土
木
編
、
治

水
編
、
産
業
編
、
水
運
編
、
文
化
編
、

民
俗
編
な
ど
か
ら
な
る
内
容
で
、
一
問

一
答
式
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
、「
北
浦
へ
の
掘
割
を
計
画
し
た
松
波

勘
十
郎
と
は
」
の
問
い
に
、「
勘
十
郎
堀

は
涸
沼
側
茨
城
町
海
老
沢
か
ら
巴
川
側

鉾
田
町
紅
葉
ま
で
の
約
7
キ
ロ
の
掘
割

で
両
端
の
約
1
・
5
キ
ロ
が
自
然
の
谷

地
。
中
央
部
の
ロ
ー
ム
層
を
約
15
メ
ー

ト
ル
の
川
幅
で
掘
削
し
、
両
側
は
1 

0 

0 

0
分
の
5
程
度
の
勾
配
で
作
ら
れ
て

い
た
と
い
う
。
工
事
は
宝
永
四
年
七
月

に
起
工
。
翌
五
年
暮
れ
ま
で
継
続
し
た

が
六
年
春
に
は
放
棄
さ
れ
た
」
と
あ
る
。

勘
十
郎
は
農
民
を
駆
り
立
て
て
こ
の
堀

を
施
工
す
る
が
、
失
敗
し
、
水
戸
藩
に

宝
永
一
揆
が
起
こ
り
、
そ
の
責
任
か
ら

入
獄
、
そ
し
て
無
残
な
獄
死
を
遂
げ
た
。

　

利
根
川
文
化
研
究
会
編
『
利
根
川
荒

川
事
典
』（
国
書
刊
行
会
・
2 

0 

0 

4
）
が
あ

る
。
鬼
怒
川
の
項
目
で
は
、「
鬼
怒
川
」、

「
鬼
怒
川
温
泉
」、「
鬼
怒
川
新
河
道
」、

「
鬼
怒
川
付つ

け
よ
せ
す

寄
州
事
件
」、「
鬼
怒
川
の
筏

節
」、「
鬼
怒
川
の
き
つ
ね
」、「
鬼
怒
川

の
船
歌
」「
鬼
怒
川
橋
」、「
鬼
怒
沼
」、「
鬼

怒
沼
の
怪
」
の
解
説
が
並
ぶ
。
付
録
と

し
て
、
近
世
・
近
現
代
の
主
な
水
害
一

覧
表
、
小
貝
川
堤
防
決
壊
、
関
東
川

船
・
海
船
一
覧
図
、
利
根
川
・
荒
川
流

域
河
岸
一
覧
、
古
利
根
川
の
流
れ
な
ど

多
角
的
に
自
然
、
歴
史
、
民
俗
、
文
化

な
ど
約
2 

1 

0 

0
項
目
を
網
羅
す
る
。

　

平
塚
市
博
物
館
編
・
発
行
『
相
模
川

事
典
』（
1 

9 

9 

4
）
は
、「
相
模
川
を
歩

く
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
5
年
間
を
か
け

て
、
3 

0 

0 

キ
ロ
を
歩
い
て
生
ま
れ
た

書
で
あ
る
。
相
模
川
に
お
け
る
水
資
源
、

地
形
、
地
層
、
地
下
資
源
、
動
植
物
、

河
川
環
境
の
変
化
、
生
活
、
社
寺
が
写

真
と
図
と
グ
ラ
フ
と
と
も
に
記
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
津
久
井
な
ど
の
水
力
発

電
所
一
覧
、
寒
川
取
水
堰
な
ど
を
取
水

源
と
す
る
水
道
用
水
、
城
山
ダ
ム
な
ど

の
水
資
源
開
発
施
設
一
覧
も
表
示
さ
れ

て
い
る
。
よ
く
調
査
さ
れ
て
い
て
驚
く
。

　

四
国
四
県
に
欠
か
せ
な
い
吉
野
川
に

つ
い
て
は
、
と
く
し
ま
地
域
政
策
研
究

所
編
『
吉
野
川
事
典
』（
農
山
漁
村
文
化
協

会
・
1 

9 

9 

9
）
が
あ
る
。
吉
野
川
に
か

か
わ
る
4 

0 

0 

項
目
を
捉
え
て
い
る
。

阿
波
藍
、
江
川
の
湧
水
、
第
十
堰
、

デ
・
レ
ー
ケ
堰
堤
、
野
中
兼
山
、
袋
井

用
水
、
香
川
用
水
も
調
べ
る
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
、
吉
野
川
研
究
参
考
文

献
、
吉
野
川
流
域
の
博
物
館
、
資
料
館

を
掲
げ
吉
野
川
の
全
体
像
を
捉
え
る
。

川
の
辞
典
・
事
典
・
便
覧

　

川
の
辞
典
・
事
典
・
便
覧
に
つ
い
て

は
、
鈴
木
理ま

さ
お生

著
『
川
を
知
る
事
典
―

日
本
の
川
・
世
界
の
川
』（
日
本
実
業
出
版

社
・
2 

0 

0 

3
）、
同
編
著
『
図
説　

江

戸
・
東
京
の
川
と
水
辺
の
事
典
』（
柏
書

房
・
2 

0 

0 

3
）、
菅
原
健
二
著
『
川
の
地

図
辞
典　

江
戸
・
東
京
／
23
区
編
』（
之

潮
・
2 
0 
0 

7
）、
同
著
『
川
の
地
図
辞
典

　

多
摩
東
部
編
』（
之
潮
・
2 

0 

1 

0
）、
土

木
学
会
関
西
支
部
編
『
川
の
な
ん
で
も

小
事
典
―
川
を
め
ぐ
る
自
然
・
生
活
・

技
術
』（
講
談
社
・
1 

9 
9 
8
）、
国
土
開
発

調
査
会
編
・
発
行
『
河
川
便
覧
2 

0 

0 

6
』（
2 

0 

0 

6
）、
建
設
省
河
川
局
監
修

『
水
防
工
法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
全
国
水
防

管
理
団
体
連
合
会
・
1 

9 

8 

4
）
が
発
行
さ

れ
て
い
る
。

水
の
辞
典
・
事
典

　

河
川
と
密
接
に
か
か
わ
る
水
の
辞
典

に
は
、
高
橋
裕
他
編
『
水
の
百
科
事

典
』（
丸
善
・
1 

9 

9 

7
）、
太
田
猛
彦
他
編

『
水
の
事
典
』（
朝
倉
書
店
・
2 

0 

0 

4
）、
日

本
陸
水
学
会
編
『
陸
水
の
事
典
』（
講
談

社
・
2 

0 

0 

6
）、
水
文
・
水
資
源
学
会
編

『
水
文
・
水
資
源
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
朝
倉

書
店
・
1 

9 

9 

7
）、
安
芸
皎
一
・
多
田
文

男
監
修
『
水
資
源
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
朝

倉
書
店
・
1 

9 

6 

6
）、
三
好
康
彦
著
『
水

質
用
語
事
典
』（
オ
ー
ム
社
・
2 

0 

0 

3
）、

山
本
荘
毅
責
任
編
集
『
地
下
水
学
用
語

辞
典
』（
古
今
書
院
・
1 

9 

8 

6
）、
松
井
健

一
著
『
水
の
言
葉
辞
典
』（
丸
善
・
2 

0 

0 

9
）、
淵
眞
吉
編
著
『
水
の
こ
と
わ
ざ
事

典
』（
水
資
源
協
会
・
1 

9 

9 

4
）
を
掲
げ
る
。

　

以
上
、
水
や
河
川
に
関
す
る
辞
典
・

事
典
を
紹
介
し
て
き
た
。

　

今
で
は
、
河
川
を
パ
ソ
コ
ン
で
簡
単

に
調
べ
ら
れ
る
が
、
奥
行
き
が
見
え
て

こ
な
い
。
や
は
り
、
河
川
辞
典
で
読
む

の
が
お
も
し
ろ
い
。
そ
れ
は
体
系
的
に
、

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

　

河
川
語
の
舟
を
編
む
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
、
こ
ま
め
に
、
メ
モ
化
し
な
が
ら

一
つ
ひ
と
つ
丹
念
に
、
作
業
す
る
こ
と

が
大
切
で
あ
ろ
う
。
よ
い
川
づ
く
り
も

同
じ
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
水
や
河

川
を
汚
し
て
は
な
ら
な
い
。

〈
原

み
な
も
と濁

る
も
の
は
、
流
れ
清
か
ら
ず
〉。

　
（
墨　

子
）


